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沖縄トラフ・南部マリアナトラフの海底熱水鉱床では、生物学的・鉱床学的研究が進んでいる。海底熱水鉱床の形成
過程を解明するために、海底熱水鉱床の硫化鉱物から U-Th放射非平衡年代測定を行った。海底熱水鉱床で沈殿・生成さ
れる鉱物中にはトリウムが含まれにくく、ウランが含まれやすいという特徴がある。鉱物に含まれるウラン（238U）が
放射壊変し、壊変系列中の親核種（238U）と娘核種（230Th）の放射能比（0～1）を利用するのが、U-Th放射非平衡年
代測定である。
　本研究では、マルチコレクター型プラズマイオン源質量分析計を用いて、U-Th放射非平衡年代測定を行った。岩石

試料は 100-250メッシュおよび 250-500メッシュに粉砕し、アイソダイナミックセパレーターを用いて電磁分離を行っ
た。試料の脱塩は 5％硝酸で、30分超音波洗浄し、Milli-Q 水で 30分間超音波洗浄を行い、乾燥した。マルチコレクター
型 ICP-MSによる分析では、試料の酸分解後、Uおよび Thを化学分離・精製する必要がある。測定時の妨害元素となり
やすい、Ba（バリウム）や Pb（鉛）を除去し、U・Thを効率良く分離するために二段階のカラムクロマトグラフィーを
行った（Takamasa et al., Quaternary Geochronology,　 in press）。
　南部マリアナトラフから採取された一部の試料では、同じ試料片を ESR年代とクロスチェックを行い、年代の結果

が調和的であることを確認している。また本研究による年代測定では、試料の Th濃度にも依存するが、50年以上あれ
ば測定が可能である。また BMSによる掘削で得られた試料の深度方向に年代を比較すると、コアの下位の方が古い年代
がでる傾向にあった。
　南部マリアナトラフでは Pika site、Urashima site、Archean site、Snail siteの試料を測定した。各サイトの年代は Pika

が 560～9000年、Urashimaが 250～11600年、Arcehanが　～4000年、Snailが＜ 100年であった。拡大軸からの距離が
離れた熱水サイトほど古い年代を示す試料があることが明らかになった。
　沖縄トラフではこれよりも若い年代が得られており、南部の与論海穴で採取された HD1333G-06では、6試料全て

が＜ 80年という 1000年以下であった。トリウム濃度も他のサイトと比較して 10分の 1程度で、0.003～0.042ppbの低
濃度であった。中部にあたる伊是名海穴では、80～1800年の年代が得られた。鳩間海丘では 0～660年と、20試料すべ
てが若い年代となった。
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